


要約:10 年前に比し、双胎分娩の頻度は有意な増加を示した。これは母体搬送症例の増加

によるものであった。しかしながら、周産期死亡率は 12.1%と改善されていなかった。予

後不良例は既に胎内死亡を起こしたなどの異常出現以後に、搬送されたものが多かった。

また、膜性の診断はほとんどされていなかった。1 絨毛膜性双胎の早期の周産期施設への

搬送が進められるべきと思われる。


